
道順説明課題 における

4～6歳 児の言語表現の発達的検討

可 見 陽 子

1問 題 の所 在

1.4歳 か ら5～6歳 の言語表現

4歳 ごろになると,子 どもは 「体験 したことを話 した くて話 したくて仕方ない時期」(大 久保,

1993)と 言われるような姿をみせる。 その基礎 には,3歳 ごろか ら文と文を接続詞で結合 して談

話を構成できるようになること(大 久保,1993),3歳 か ら4歳 にかけて語彙数が著 しく増加す

ること(三 宅ほか,1979)が あると考えられる。また,4歳 をすぎると保育園や幼稚園 に通う子

どもが増える。園での出来事を家族に,あ るいは家での出来事を先生 に伝えよ うとす るとき,

「話 したくて話 したくて仕方ない」という気持ちが一層ふ くらむだろう。

時には,話 したい,伝 えたいという勢いに反 して,そ の内容が相手に十分に伝わらないことも

ある。 しか し,幼 児期後期の5～6歳 になると,相 手に適切に内容を伝えようとする姿がみられ,

内容構造の整った言語表現が可能になることが指摘されている。

今井(1996)は,自 身の保育経験をふまえて,5～6歳 児にっいて 「ものごとに対 して自分な

りの感 じ方や捉え方ができるようになり,そ れを相手に正 しく伝えようとする気持ちが働 くよう

に」なること,「自分の言い表 したい内容を思いうかべ,そ れにふさわしいことばや言 い方を選

ぶように」なることを述べている。

藤崎(1982)は,3～6歳 児が保育場面で前 日の経験を報告する際の発話の内容構造を,同 一

の動詞でまとめられる 「出来事」 と,あ る一定の場面での子どもの経験のまとまりである 「話題」

との階層構造に着目して分析 している。その結果,年 齢 とともに,話 題間では 「関連なし」から

「時系列」関連,出 来事間では 「出来事1つ 」から 「空間」関連,さ らに 「時間」 関連へ と移行

することが示された。5歳 児 ・6歳 児では,時 間の関連をとらえて内容を展開できるようになる

ことが注目されている。

-1一



2.「3次 元 形 成 期 」 に お け る言 語 表 現 の変 化

5～6歳 ごろ に み られ る言 語 表 現 の変 化 は,「 可 逆操 作 の 高 次 化 に お け る階 層 一段 階 理 論 」(田

中,1987;田 中 ・田 中,1984,1988)に お いて は,「 生 後 第3の 新 しい発 達 の原 動 力 」 の 発 生 の

～ 側 面 と して と らえ る こ とが で き る
。

この発 達 理 論 で は,幼 児 期 は 「生 後 第3の 発 達 の階 層 」 に位 置 付 け られ る。 そ の階 層 の第2の

発 達 段 階(4歳 前 後)と 第3の 発 達 段 階(6,7歳 ごろ)の 移 行 期 に あ た る5歳 な か ば に,第3

の発 達 段 階 へ の移 行 と,次 の階 層 へ の 飛 躍 的 移 行(9,10歳 ご ろ)の 二 重 の は た らきを す る もの

と して,生 後 第3の 新 しい発 達 の原 動 力 が 「3次 元 形 成 が す す ん だ深 部 か ら」(田 中 ・田 中,19

88)発 生 す る と され る。

「3次 元 形 成 」 と は,「 対 比 的 な関 係 の 中 に そ れ を媒 介 にす る強 い 中 間概 念 が 成 立 して3つ の

関 係 変数 を 認 識 す る ことが で き,そ れ に よ って 対 比 的 な 関係 が 極 限 化 して い く こ と」(田 中 。田

中,1988)で あ る。3次 元 形成 期 に は,空 間 的 に 「大 ・中 ・小J「 左 ・中 ・右 」 「こ こ ・そ こ ・あ

そ こ」,時 間 的 に 「きの う ・今 日 ・あ した」 「さ っ き ・今 ・こん ど」,価 値 的 に 「きれ い ・少 しだ

け きれ い ・きた な い」 「好 き ・ど っ ち で もな い ・嫌 い」 な ど,様 々 な3次 元 的 認 識 が で き始 め る。

そ れ に よ って 厳密 な 比 較 を行 い,深 い と こ ろで理 由 を と もな って 「同 じ」 を と らえ始 め,ま た,

位 置 や 向 きが か わ った り 自分 の 側 か ら はな れ て も3次 元 的 認 識 が で き るよ うに な る こ とが,生 後

第3の 新 しい発 達 の原 動 力 の発 生 の あ らわ れ で あ る。

この生 後 第3の 新 しい発 達 の原 動 力 の発 生 に際 して,「 新 しい 交流 の 手 段 」 と して 書 き こ と ば

が そ なわ り始 め,話 し こと ばや 造 形 表 現 に も変 化 が み られ る こ とが 指 摘 さ れ て い る。 話 しこ と ば

にっ いて は 「文 脈 をつ け よ うとす る力 」 が み られ る よ う に な り,「 『ア ノ ネ エ ー トネ』 『ソ レカ

ラネ エ ー トネ』 『ドウ ダ ッ タカ ナ ウー ン』 『ワ カ ラ ナ イ ダ ケ ドネ』 と そ れ ま で言 って い た話

しか たの 中 に,一 生 懸 命 に,わ か って も らえ な けれ ば 困 る こ とを す じみ ち をっ けて 伝 え よ う とす

る よ うす が み られ る よ うに」(田 中 ・田 中,1988)な る と述 べ られ て い る。

5～6歳 の 時 期 を3次 元 形 成 期 と と らえ る と,空 間 的,時 間 的,価 値 的 な3次 元 的 認識 を用 い

て物 事 を と らえ は じめ る こ とが この 時 期 の特 徴 で あ り,3次 元 的 認 識 が 深 ま る中 で,話 しこ と ば

に 「す じみ ち」 を っ け て伝 え る よ う にな る ことが 指摘 され て い る 。 先 述 の 今 井(1996)や 藤 崎

(1982)の 知 見 にみ られ るよ うに,相 手 に適 切 に内 容 を 伝 え よ う と して こ とば や 言 い 方 を 選 び,

空 間 や時 間 の 関連 を 用 いて 内容 を展 開 しよ う とす る姿 が,こ こで言 わ れ て い る 「す じみ ち」 を っ

けて伝 え よ う とす る姿 で あ る と思 わ れ る。

3.道 順 説 明 課題 にお け る言 語 表現 の検 討

本 研 究 は,生 活 の 中 で の経 験 を相 手 に伝 え る際 の言 語 表 現 に お い て,5～6歳 の時 期 に み られ
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る変 化 を 明 らか に す る こ とを 目的 とす る。 具 体 的 に は,4～5歳 児 お よび5～6歳 児 を 対 象 に,

家 か ら保育 園 へ の道 順 の説 明 を求 め る課 題(道 順 説 明 課 題)を 実 施 し,そ こで の 言 語 表 現 を発 達

的 に検 討 す る。

道 順 説 明課 題 は,田 中 ・田中(1988)が,3次 元 形成 期 の 発達 診 断 の課 題 の1っ と して挙 げて

い る もの で,3次 元 形 成 期 の 言 語 表 現 の特 徴 を 説 明 す る際 に よ く取 り上 げ られ て い る(田 中,19

85;田 中 ・田中,1988な ど)。 観 察点 と して は,「 出 発点 と到 着 点 と途 中 を と らえ る こ とが で き,

う なが す と,道 順 の手 が か り を と らえ,頭 の中 にえ が い て説 明 す るか」 「説 明 の さい に 『ミギ』

『ヒ ダ リ」 『マ ッス グ』;『 ハ ジ メ』 『ソノ ツ ギ」 『ソ レカ ラ』;『 ソ ノ トナ リ』 『マ タ モ ト ドル』

『マ ワ ッテ』 な ど の3次 元 的 な概 念 が使 用 さ れ は じめて い るか 」 「絵 に か い た もの と,言 語 表 現 が

ほぼ 一 致 す るか 」 「車 で通 って い て も歩 く道 が説 明 で き るか 」 の4つ が 挙 げ られ て い る が,3次

元 形 成 期 の 言語 表現 の特 徴 と して は,こ れ らの 中で も特 に,道 順 の手 がか りの表 現 と3次 元 的 な

概 念 の 使 用 の変 化,つ ま り道 順 の 「途 中」 の表 現 の変 化 が述 べ られ る ことが 多 い よ うに思 われ る。

確 か に,内 容 の詳 し さや正 確 さが表 れ る とい う点 で,道 順 の 「途 中」 の 表 現 に注 目す る こと は

重 要 で あ ろ う。 しか し 「途 中」 の表 現 は,「 出 発 ・途 中 ・到 着」 と い う全 体 の 流 れ の 中 に 位 置 付

け られ て い な け れ ば,道 順 の断 片 とい う こ とに な る。 「す じみ ち」 を っ け て伝 え よ う と す る5～

6歳 の時 期 の言 語 表 現 を と らえ る に は,観 察 点 の最 初 に挙 げ られ て い る 「出 発点 と到 着 点 と途 中

を と らえ る こ と」 へ の注 目が 必 要 で は な い だ ろ うか。

幼 児 が道 順 を説 明 す る と き の言 語 表 現 の 発 達 的 特徴 を と らえ た 研 究 に安 藤(1980)が あ る。 そ

こで は,幼 稚 園 児 に登 園 及 び 帰 宅 の道 順 を 質 問 した結 果 が 概説 され て い る。 そ れ に よ る と,3～

4歳 児 で は 「ず う っ とい く」 「あ っち へ い って,ま た こ っちへ い く」 と い う も の が 大 多 数 で,4

～5歳 児 で は 「幼 稚 園 で て ,こ う い って,ま た こ うい く と家 に っ く」 と ジェ ス チ ャー で示 しなが

ら説 明 す る子 ど も もみ られ るが,「 ず っと あ っちへ い く」 「あ っち へ い って,ま た こ っち へ い く」

とい う もの も多 い。 そ れ に対 して,5～6歳 児 に な る と 「すべ て の子 ど もが 出発 点 と到 着 点 を 明

示 し,途 中 に あ る商店 や 曲 り角 や 目 印 に な る もの を挙 げて 説 明 す る こ とが で き る」 と述 べ られ て

い る。 この 研 究 で も,5～6歳 で道 順 の 「途 中」 の表 現 が 変 化 す る ことが 示 され て い るが,そ れ

と と もに,5～6歳 で は す べ て の子 ど もが 「出発 」 「到 着 」 を 明示 した こ とが 注 目 さ れ て い る。

しか し,他 の年 齢 と比 較 して述 べ られて い る ので はな い た め,「 出発 」 「到着 」 の 表現 にっ いて の

5～6歳 の時 期 の変 化 は明 確 で な い。

そ こで本 研 究 で は,「 出発 」 「到 着 」 の表 現 に注 目 して,道 順 説 明 課 題 にお け る4～5歳 児 お よ

び5～6歳 児 の言 語 表 現 を 検 討 す る。 先 行 研 究 を ふ ま え て,話 し こ とば に 「す じみ ち」 を っ け て

伝 え る姿 が あ らわ れ る5歳 な か ば ご ろか ら,道 順 説 明課 題 に お い て 「出発 」 「到 着 」 を 明 示 し,

「途 中」 の手 が か り も挙 げ て,「 出 発 ・途 中 ・到 着」 とい う全 体 の流 れ を表 現 で きる よ うに な る と
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考える。

また,田 中 ・田中(1988)で は,先 述の観察点にもみ られるように,道1順 を描画で表現させる

課題(道 順描画課題)も,3次 元形成期の発達診断の課題として用い られている。そこで本研究

では,道 順説明課題 とあわせて道順描画課題を実施 し,描 画表現 との比較で5～6歳 の時期の言

語表現の変化を検討する。

道順描画課題を用いた研究には,松 永(1986),別 府(1990)が ある。松永(1986)は,保 育

園児に登園及び散歩の道順を描画で表現 させ,曲 がり角や目印,迂 回路や分岐路のある道が描か

れた 「ルー ト型」の構図の出現を調べた。その結果,登 園の道順 と散歩の道順の両方で 「ルー ト

型」の構図が多 くなるという点で,発 達年齢5歳 後半以上の変化が示された。また別府(1990)

は,保 育園児 と幼稚園児に登園の道順を描かせた後で,曲 が り角,目 印の有無を実験者が質問す

る試行を行い,最 初の試行か らの変容を検討 した。その結果,6歳 児群(5歳6ヵ 月～6歳5カ

月の対象児)で は,最 初の試行か ら曲がり角,目 印を描いたものが多いのが特徴であった。

これらの研究からは,5～6歳 において道順の 「途中」の描画表現に変化が見られることが示

されるが,「 出発」「到着」の表現については明 らかではない。本研究では,「出発」「到着」の表

現に注目して,道 順描画課題における4～5歳 児および5～6歳 児の描画表現を検討 し,描 画表

現 との比較で5～6歳 の時期の言語表現の変化を検討する。

II方 法

1.対 象児

大津市にあるK保 育園の4歳 児クラス25名(男 児16名,女 児9名,生 活年齢4歳5ヵ 月～5歳

2ヵ 月,平 均4歳9ヵ 月),5歳 児クラス22名(男 児9名,女 児13名,生 活年齢5歳4ヵ 月～6

歳2ヵ 月,平 均5歳9ヵ 月)。以下では,4歳 児クラス25名 を4～5歳 群,5歳 児 クラス22名 を

5～6歳 群 と呼ぶ。

2.実 施期間

1995年6月 ～7月 。原則として朝,夕 の自由遊びの時間を利用 して課題を実施 した。

3.手 続 き

保育室とは別室で個別に課題を実施 した。対象児と実験者は座卓に向かい合 って座 り,対 象児

の左前方か らビデオカメラで撮影 した。実施手順は表1に 示す。

-4一



表1道 順説 明 課題 ・道 順描 画課 題 の実 施 手順

実 施 手 順

導kX)ち ゃん 、今 日の朝 、11園 に来 た で し ょう、た れ と一緒 に来 たの?」 と

入 質 問 す る。 対 象児 が答 えた ら 「お うちか ら保 育園 には ど うや って来 たの?歩 いて

来 たの 、車 で来 たの?」 と質 問 す る、,

道 「(X)ち ゃんの お うちか ら保 育 園 には 、 ど うい うふ うに して来 るのか 、 お うち

順 か ら保育 園 に来 る道 を、 お 口で言 って教 えて ね」 と教 示 す る、、

説 答 え が ない と きや、 不 明瞭 な と きは、 「お うちを 嵩て か ら ど う行 くの?」 と聞

明 き直す 。途 中 で答 えが 途 切 れた り、到 着 まで 話 したか ど うか が不 明 瞭 な と きは、

「それ で?も う保育 園 に着 いた?」 とた ずね 、 こた えを うなが す,,
 一 「

道 「今 度 は、紙 を 出す か ら、00ち ゃん のお うちか ら、保 育 圃 に来 る道 を絵 に描

順 い て教 えて ね」 と教 示 し、 白色 上質 紙(B4)を 対象 児 の前 に置 き、2B鉛 筆 を

描 渡 す,,描 き始 め な けれ ば 「お うちか ら保育 園 には ど う行 くの?」 と声 を か け る1,

画 描 き始 め た ら 「もし紙 が 足 りな くなった ら言 ってね 」 と言 って待 つ 、,紙が足 り

な い ときは 、新 しい紙 を 出 して テ ー プでつ な ぐ、,また 、対 象 児が必 要 とす れ ば 、

消 しゴ ムを渡 す 。鉛 筆 を 置 いた り、実験 者 の方 を 見る等 、 対 象児 が描 き終 え た様

子 の ときは 、 「も う全 部描 けた?」 と聞 く。 まだ で あれば待 ち、対 象 児が 全 部描

けた と意思 表 示 した ら、 そ こで対 象 児 の 自発 的 な描 画 は終 了 とす る、、

その後 「OOち ゃん のお うちは ど こにあ るの?」 「保 育園 はど こに あ るの?」

と質問 し、 それ らが描 か れ て いな ければ 、「お うち(ま たは保 育園)も 描 いてね 」

と うなが す、。家 や保育 園以 外 の建 物等 が描 か れ て いれ ば、 「これは何?」 とたず

ね る,、道 が描 か れて い ない場 合 や 中断 して い る場 合 、 「道 は ど う行 くの?」 と う

なが す、,最後 に 「ほか には もうな い?」 「道 も これ だ けで い い?」 「途 中 もこれ

で いい?」 とwし 、描 き加 え る ものが な けれ ば絵 を受 け取 る,、描 き加 え た場nF,,

何 を描 き加 え たか を別 記 す る、,

皿 結 果

1.道 順説明課題における言語表現の分析

(1)言 語表現の分類

言 語 表 現 を5つ に

分 類 し(表2),そ

れ ぞ れ の割 合 を図1

に示 す。4～5歳 群

で は,「 自発 的展 開」

は14名(56.0%)で,

そ の 他 の こ た え

(「ひ と ま と め 」 「援

助 あ り」「手 段 のみ」)

が7名(:1%),

「わ か らな い ・拒 否 」

表2道 順 説 明課題 にお け る言語 表現 の分 類

分 類 分 類 の 説 明 と 具 体 例

自発 的展 開 「～ して、 ～ して… 」 と自発 的 に道 順 を展 開 し、最 後 に 「到 着 」 を明 示

した もの 、あ るいは 「… して、 ～ する 」 と言い終 わ った後 で 「も う着 い

た?」 と尋 ね る と肯定 した もの,,

曾唱)「 あのね、ここ部家で、それでこう行って、こう行って、それで、こっち画ぷって、こう行って、保龍 、,」(5;5kR)/

「こうや.,てな、プーンと行って、曲ぷってな、こう行ってな、で、ブイーンと行ってlj、そんでな、こっち行って、幽がってr,、ブi一ン

と行って.#た幽がって、こう行ったら、ゴー!」(4;9男児)

ひ とま とめ ひ とつの 動作 と して、 道順 をひ と ま とめに表 現 した もの、、

S列)「 ひとまわりしてo」(9;7男児)/「 新しい過から来b、,」(5;1男児)

援 助 あ り 道 順 を展 開す るため に、実 験 者 が2回 以 上 「そ れで?」 とた ずね て うな

が した もの。

伊哩)「右、,」(右に行くの?それで?)「...go」(左に行くの?それで?)「………」(右に行って、左に行ったら保育隣ノ)「…右、

左,,」《後略》()内は実駿者の発言(5:0男 児)

手 段 の み 登 園 の手段 を言 い、道順 は こた え られ なか った もの 、,

例)「 軟 。」(うん、おうらを出て筋 どう行くの?)「おうち?どうや・て・て?」()隙無 者醗言(5;2男 児)

わからない・拒 否 わ か らな い と言 った り、取 り組 まな か った もの。

?剛)「あ一、忘れたn」(4;6男児)/「…わさらないo」(5;0男児)
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が4名(16.0%)で あ った。5～6歳 群 で は,

,

か らな い ・拒 否」 が3名(13.6%),そ の他

の こた え(「 ひ と ま とめ」)が1名(4.5%)

で あ った。2群 間 でxz検 定 を行 っ た と こ ろ,

5～6歳 群 で 「自発 的展 開」 の比 率 が高 い傾

向 が認 め られ た(XZ=3.59,df=1,P<

.10)0

(2)「 出 発」 「到 着 」 の表 現

言 語 表 現 の分 類 に お い て 「自発 的 展 開 」 と

分 類 され た もの に つ い て,「 出 発」 「到 着 」 を

明示 した か ど うか を調 べ た。 「両 方 を 明 示 」

「一 方 を 明 示」 「両 方

が不 明 瞭 」 の3っ に

分 け(表3),そ れ

ぞれ の 割 合 を図2に

示 す。4～5歳 群 で

は,「 両 方 を 明 示 」

は1名(4.0%)で,

「一 方 を 明 示 」 が5

名(20.0%),「 両 方

が 不 明 瞭 」 が8名

(32.0%)で あ った 。

5～6歳 群 で は,

表3言 語 表現 「自発 的展 開1で 「出発 」 「到着 」 を明 示 した もの の具体 例

具 体 例

両 ◇ 「お うちか ら出て行 って 、ず 一 っと行 って、 わか れ道 とお って 、そ こで ず 一 っ

方 と行 って … それで … う一ん… 曲 が って、 ほん で 、 も うひ とつ 曲 が って 、で 、ず 一

を っ と行 って、 それ でanが って 、 曲が って 、保育 園。 」(5歳mカ 月 男 児)

明 ◇ 「あの ね、 三三 血 塞 で 、 それ で こ う行 って 、 こう行 って 、そ れ で、 こ っち曲 が

示 って 、 こ う行 って 、髄 鯉 。 」(5歳5カ 月 女 児)
一 ◇ 「こっち な、 お うち とす るや ん、 こ うな 、お うち、 こ う行 って 、 こ う来 て 、 こ

方 う来 るや ん、 こう来 るや ん、 こう来 るや ん、 こ っち来 て 、 こ っち術 くやん 、 こ っ

を ち行 くやん 、 こう行 くや ん、 こう行 って 、 こ う1,」(5歳t1カ 月 男 児)

明 ◇ 「う一ん と、公 園 の と こ曲 が って な、 そん で な、保 育 園の と こ曲 が って な、ゑ

示 れ で着 くん。 」(5歳0カ 月 女児)
__尋

両 ◇ 「うん と、 ま っす ぐ行 って 、角 で 曲が って 、 それ か ら、 また 曲が って… ま た曲

方 が って 、 それ で、 こっ ちで曲 が って 、 それ で…」(も う着 いた?)「 …え 一 っ と、

が そ した ら、ま っす ぐま っす ぐ行 って な、 あの な 、 ち ょっ とな、 ち ょ っと走 って な 、

不 うん とな 、ま っす ぐま っす ぐ行 くの、,」O内 膿儲 醗 言(9歳11カ 月 女 児)

明 ◇ 「こ うや ってな 、 プー ンと行 って、Il11がって な、 こう行 って な 、で 、 ブイ ー ン

1瞭 と行 って な、 そん で な、 こ っち行 って 、 曲が って な、 ブイ ー ンと行 って 、 また 曲

が って 、 こ う行 った ら、 ゴ ー!」(4歳9ヵ 月 男 児)

「両 方 を 明 示 」 が11名(50.0%)み られ,「 一 方 を 明示 」 は5名(22.7%),「 両 方 が 不 明 瞭 」 は2

名(9.1%)で あ っ た。2群 間 でxz検 定 を行 った と こ ろ 「両 方 を明 示 」 の比 率 に有 意 な差 が 認 め

られ た(x2=13.02,df=1,P<.01)。

(3)「 途 中」 の手 がか りの 表 現

言 語 表 現 の 分類 にお いて 「自発 的展 開」 と分 類 され た もの に っ い て,「 ま っす ぐ行 く」 「こ う行

く」 な ど の動 作 だ けで な く,「OOを 通 る」 「○○ で 曲 が る」 の よ うに,「 途 中 」 の 手 が か りを 表
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現 した か ど うか を 調 べ た。 具 体 的 に は,「 わ

か れ道 」 「坂 の道 」 「角」 「K駅 の下 」 「公 園 の

と こ ろ」 な どが あ った。 「自発 的 展 開 」 で 手

が か りを表 現 した対 象 児 は,4～5歳 群 で は

7名(28.0%),5～6歳 群 で は11名(50.0

%)み られ た。2群 間 でx2検 定 を 行 った が

有 意 な差 は認 め られ なか った。

「出発 」 「到 着 」 の表 現 と,手 が か りの 表

現 との関 連 を表4に 示 す 。4～5歳 群 で は,

「両方 が 不 明 瞭 」 で 手 が か り の 表 現 が な い も

のが 多 くみ られ たが(5名),5～6歳 群 で

は,「 両 方 を 明示 」 で手 が か り の 表 現 が あ る

ものが 多 くみ られ た(7名)。

表4言 語 表現 「自発 的展 開 」 で手 がか りを表現 した対 象児 数

4--14～5歳 群(名)4-25～6歳 群(名)

手がかりの表現 手がかりの表理

「出発」「到着」の表現 あ り な し 「出発」「到着」の表現 あ り な し

両方 を明示10両 方 を 明示7A
一 方 を明 示32一 方 を 明示32

両 方 が不 明瞭35両 方 が不 明 瞭11

計77計117

2.道 順描画課題における描画表現の分析

(1)描 画表現の分類

実験者が後で確認

したとき描 き加えた

箇所は除き,対 象児

が最初に自発的に描

いたものを取り上げ

描画表現を4っ に分

類 した(表5)。 そ

れぞれの割合を図3

に示す。

表5道 順描両課題 における描画表現の分類

分 類 分 類 の 説 明

道順完成 自発的に道を描 き、その中に家と保育園が位i付 け られていた もの,、あ

るいは、家や保育 園が描 かれていな くて も、実験者がたずねたとき、白

発的に描 いた道の両端等 に、それ らを位置付けて示 した もの。

中断 自発的に道を描 くが、道順を完成する前にやめた もの(描 き終 えてか ら

実験者が家や保育園を描 くよ うにうながす と、足りなかった道 の続 きを

描き加えた り、道 の続きがわからないとこたえたもの).,

不明瞭な線 道 をあ らわすもの らしい線を描 くが、家や保育園とのつなが りが不明瞭

なもの(描 いた線 と著 しく離 れた位置に家や保育園を描 いた り、実験者

にうなが されて初めて家や保育園の位置を決めた様子であ ったもの)。

道な し 家の建物等 のみを描 き、 自発的には道を描かなかった もの(道 を描 くた

めに、実験者の うなが しが必要であったもの)、,

4～5歳 群 で は,「 道 順 完 成 」 が17名(68.0%),そ の 他(「 中 断」 「不 明 瞭 な 線 」 「道 な し」)が

8名(32.0%)で あ っ た。5～6歳 群 で は,「 道 順 完 成 」 が20名(90.9%)み られ,そ の 他(「 中
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断 」 「道 な し」)が2名(9.0%)で あ っ た 。

2群 間 で 「道 順 完 成 」 の 比 率 に っ い てXZ検

定 を行 った が 有 意 な 差 は認 め られ な か った。

(2)「 出 発 」 「到 着」 の表 現

描 画表 現 の 分類 に お い て 「道 順 完 成 」 と分

類 され た もの に つ い て,家 ・保 育 園 を 自発 的

に表 現 した か ど うか を 調 べ た。 こ こで は,実

験 者 が うなが さな くて も対象児 が 自分 か ら家 ・

保 育 園 の建 物 や そ れ らの場 所 を示 す 印 を描 い

た り,「 こ こが 保育 園 」 な ど の こ と ば で 場 所

を示 した場 合 を 「自発 的 に表 現 した もの 」 と

して取 り上 げ た。 「両 方 を 明示 」「一方 を 明示」

「両 方 が不 明 瞭 」 の3っ に分 け,そ れ ぞ れ の

割 合 を図4に 示 す 。

4～5歳 群 で は,「 両 方 を 明 示 」 が6名

(24.0%),「 一 方 を明 示 」 が6名(24.0%),

「両 方 が不 明 瞭」 が5名(20.0%)で あ った 。

5～6歳 群 で は,「 両 方 を明 示 」 が19名(86.

4%)み られ,「 一 方 を明 示 」 が1名(4,5%)

で あ った 。2群 間 でx2検 定 を行 った と こ ろ,

「両方 を明 示 」 の比 率 に 有 意 な 差 が 認 め られ

た(xZ=18.28,df=1,P<.01)。

「両方 を 明 示 」 の 場 合 の描 画 の順 序 を み る

と,ま ず 家 を表 現 し,そ こか ら道 を描 き,道

の おわ り に保 育 園 を 表 現 した もの が 多 か った

(4～5歳 群2名,5～6歳 群12名)。 この ほか,ま ず 隣家 な ど近 所 に あ る もの と家 を描 い て か ら

道 を描 き,道 のお わ り に保 育 園 を表 現 した もの(4～5歳 群2名,5～6歳 群2名),家 と保 育

園 を描 い て か ら道 で っ ない だ もの(4～5歳 群1名,5～6歳 群2名),ま ず 保 育 園 を 表 現 し,

そ こか ら道 を 描 き,道 の お わ りに家 を表 現 した もの(4～5歳 群1名,5～6歳 群1名)な ど が

み られ た。
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(3>「 途中」の手がかりの表現

描画表現の分類において 「道順完成」と

分類されたものについて,道 の分岐や坂,

信号,自 宅以外の家や店,駅 や公園などの

「途中」の手がか りを自発的に表現 したか

どうかを調べた。なお,こ こでは,道 の分

表6描 画表現 「道順完成」で手がか りを表現 した対象児数

6-14～5歳 群(名)6-25～6歳 群(名)
凶

手がかりの表現'手 がかりの表現

「出発」「珊 」の表現 あ り な し 「出発」「到着」の表現 あ り な し

両 方 を明示24両 方 を 明示145
一方 を明示33一 方 を 明示10

両方 が 不 明瞭05両 方 が不 明瞭00一

言十512言f155

岐 を伴 わ な い 曲 が り角 は取 り上 げ な か った。

「道 順 完 成 」 で手 がか りを表 現 した対 象 児 は,4～5歳 群 で は5名(20.0%),5～6歳 群 で

は15名(.:%)み られ た。2群 間 でx2検 定 を行 った と ころ,手 が か りの 表 現 が あ る もの の 比

率 に有 意 な差 が 認 め られ た(xz=11.11,df=1,P〈.oi)。

「出 発 」 「到 着 」 の表 現 と,手 が か りの 表現 との 関連 を表6に 示 す。4～5歳 群 で は 人 数 が わ

か れ るが,5～6歳 群 で は 「両 方 を明 示 」 で 手 が か りの 表 現 が あ る ものが 多 くみ られ た(14名)。

3.言 語 表 現 と描 画 表現 の 関連

言 語 表現 が 「自発 的展 開」 で あ った か ど う

か,及 び 「出発 」 「到 着 」 の 両 方 を 明 示 した

か ど うか,描 画 表 現 が 「道 順 完 成 」 で あ った

か ど うか,及 び 「出発 」 「到 着 」 の 両 方 を 明

示 したか ど うか に注 目 して,言 語 表 現 と描 画

表 現 の 関 連 を調 べ た(表7)。

4～K欝 妻並で け 「言 三喜:寿王目.描i雨i三寿]壬:♪・ム

表7言 語 表現 とfiu画表 現 の関連

◇ は4～5歳 群1名 、◆ は5～6歳 群1名 を表 す,、

言詫吾表 現 「自 発 的 展 開 」 その佗のこたえ

「両方 を明示 一「一方を明示」及び 脚

招旨F珂望ミ現 「両方が不明瞭」 「わからない・拒否」

道1両 方 を明 示.◆ ◆ ◆ ◆◆ ◇ ◇ ◇◆ ◆ ◇ ◇ ◇◆◆

順 ◆◆ ◆ ◆◆ ◆ ◆ ◆◆ ◆

完 「坊 釧示」及び ◇ ◆ ◇ ◇◇ ◇ ◇ ◇ ◇

成 「両方が棚 瞭」 ◇ ◇ ◇

oo iOOOOO

そ の他 の もの ◇ ◆

『両 方 を 明示 』」 はみ られ ず,「 言 語 表 現,描 画 表 現 の ど ち らか で 『両 方 を明示 』」が7名(28.0%),

「言 語 表 現 ・描 画 表 現 と も 「両 方 を 明 示 』 以 外 」 が18名(72.0%)で あ っ た。5～6歳 群 で は

「言 語 表 現 ・描 画 表 現 と も 『両 方 を明 示 』」 が10名(45.5%),「 言 語 表 現,描 画 表 現 の ど ち らか で

『両 方 を明 示 』」 が10名(45.5%)で,「 言語 表 現 ・描 画表 現 と も 「両 方 を 明示 』 以 外 」 は2名(9.

1%)で あ った。2群 間 でxZ検 定 を行 った と ころ,「 言 語 表 現 ・描 画 表 現 と も 『両 方 を 明 示 』」

(x2=11.84,df=1,P〈.01,Yatesの 修 正 に よ る),「 言 語 表 現 ・描 画 表現 と も 『両 方 を 明示』

以外 」(xz=18.94,df=1,P<.01)の 比 率 に有 意 な差 が 認 め られ た。

「言 語 表 現,描 画 表 現 の ど ち らか で 『両 方 を明 示 』」 の対 象 児 で は,4～5歳 群 で も5～6歳

群 で も,描 画 表 現 の方 で 「両 方 を明 示 」 で あ る ものが 多 か っ た(4～5歳 群 で は7名 中6名,5

～6歳 群 で は10名 中9名)
。

ま た,「 言 語 表 現 ・描 画 表 現 と も 『両 方 を明 示 』 以 外 」 の対 象 児 で は,言 語 表 現 ・描 画 表 現 と
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も 「自発的展開」や 「道順完成」でないもの(7名),「 自発的展開」かっ 「道順完成」ではある

が 「出発」「到着」については 「一方を明示」または 「両方が不明瞭」であるもの(8名)が 多

か った。

皿 考 察

1.各 群の言語表現の特徴

道順説明課題における各群の言語表現の特徴をまとめる。

4～5歳 群,っ まり4歳 なかばから5歳 前後の対象児では,過 半数が 「自発的展開」と分類さ

れたが,「 自発的展開」以外のこたえや 「わか らない ・拒否」 も多かった。「自発的展開」の場合

でも,「おうちか ら～」「～して保育園」などのように,「出発」「到着」の両方を明示 したものは

ほとんどみ られず,「出発」 と 「到着」の両方が不明瞭で,「○○を通る」等の 「途中」の手がか

りの表現 もないものが多かった。

5～6歳 群,っ まり5歳 なかばか ら6歳 前後の対象児では,「自発的展開」 と分類 された もの

が多数を占め,そ の中で も 「出発」「到着」の両方を明示 したものが多いことが4～5歳 群 との

違いであった。また,「出発」「到着」を明示するだけでなく,「途中」の手がかりも挙 げて表現

したものが多かった。

以上より,道 順説明課題における言語表現では,5歳 なかばごろから 「出発」「到着」 を明示

し,「途中」の手がかりも挙げて,「出発 ・途中 ・到着」 という全体の流れを表現できるようにな

ることが示された。

この結果から,5～6歳 の時期の言語表現においては,自 分の経験を相手に伝える際,時 間の

流れをとらえ,「発端 ・展開 ・結末」 というプロセスをおさえた表現ができはじめるとい う点 で

変化がみられると考える。そのような言語表現の力が発揮できるような経験を教育的に与えると

いう意味で,こ の時期の保育においては,そ れぞれの子どもが,自 分たちの目標をとらえたうえ

で,1っ1っ のプロセスに手 ごたえが感 じられるように活動を組み立てていく視点が重要であろ

う。

2。 言語表現と描画表現の関連の検討

道順描画課題における各群の描画表現の特徴をまとめる。

4～5歳 群,っ まり4歳 なかばから5歳 前後の対象児では,「道順完成」 と分類 された ものが

多かったが,必 ず しも自発的に家や保育園を表現するとは限らなかった。道の分岐や坂,店,駅

などの 「途中」の手がかりは表現 しないものが多かった。
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5～6歳 群,つ まり5歳 なかばか ら6歳 前後の対象児では,「道順完成」 と分類 されたものが

多数を占め,そ の中でも家 と保育園の両方を明示 したものが多いことが4～5歳 群との違いであっ

た。 また,家 と保育園を明示するだけでなく,「途中」の手がかりも表現したものが多かった。

以上 より,言 語表現 と同様に描画表現でも,5歳 なかばごろから 「出発」「到着」 を明示 し,

また 「途中」の手がかりも挙げて 「出発 ・途中 ・到着」 という全体の流れを表現できるようにな

ることが示 された。

次に,「出発」「到着」の表現の有無から言語表現と描画表現を比較すると,4～5歳 群では

「言語表現 ・描画表現とも 『両方を明示」以外」が多いこと,5～6歳 群では 「言語表現 ・描画

表現とも 『両方を明示』」,「言語表現,描 画表現のどちらかで 『両方を明示』」が多いことが特徴

であった。「言語表現 ・描画表現 とも 『両方を明示』以外」の対象児では,言 語表現 ・描画表現

とも 「自発的展開」や 「道順完成」でないもの,及 び 「自発的展開」かっ 「道順完成」ではある

が,「 出発」「到着」については 「一方を明示」 または 「両方が不明瞭」 というものが多かった。

また,「言語表現,描 画表現のどちらかで 『両方を明示』」の対象児では,描 画表現の方で 「両方

を明示」であるものが多かった。

この結果から,言 語表現でも描画表現でも 「出発」 と 「到着」を明示 して道順を表現できるよ

うになるまでの過程には,① 言語表現でも描画表現でも道順を自発的に展開するのが困難な時期,

②言語表現でも描画表現でも道順を自発的に展開 しようとするが,「 出発 ・途 中 ・到着」 という

全体の流れを表現するのが困難な時期,③ 描画表現に限 って,「出発 ・途中 ・到着」 とい う全体

の流れを表現できる時期があると考えられる。5歳 なかばごろの変化に至る手前では,こ とばで

表現するときよりも,描 きなが らの方が道順をとらえやすい時期があるようである。

ある時期の子どもにとって,描 きなが らの方が道順をとらえやす くなることは,道 順説明課題

において,終 始 「こう行って,こ う行って～」と指で机上に道順を描きながら話す対象児がみら

れたことか らもうかがえる(4～5歳 群で6名,5～6歳 群で8名)。 また,言 語表現 の教示に

対 して,「描いてみんとわか らん」「紙と鉛筆がないと…描 きたい」など,描 画で表現することを

求める対象児がみられたことからも(4～5歳 群で1名,5～6歳 群で5名 。 うち5～6歳 群の

2名 は再度の教示で言語表現に取 り組み,他 の4名 は結局 「わからない ・拒否」と分類された),

描きながらの方が道順をとらえやすいと感 じる時期があることがうかがえる。

この点から考えると,4歳 児 ・5歳 児の指導においては,言 語表現を育てるという視点から描

画活動をとらえることも必要であろう。描画中の子どものことばを受けとあることや,描 いたも

のをもとにして話す機会をっ くることが,言 語表現における5歳 なかばごろの力を育てることに

なるのではないだろうか。
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3.今 後 の 課 題

以 上,本 研 究 で は,「 出発 」 「到 着 」 の表 現 に注 目 して,道 順 説 明 課 題 に お け る4～5歳 児 お よ

び5～6歳 児 の言 語 表 現 を検 討 し,5歳 な か ば ごろ か ら,生 活 の 中 で の経 験 を相 手 に伝 え る際,

時 間 の流 れ を と らえ,「 発 端 ・展 開 ・結 末 」 と い う プ ロセ スを お さえ た 言 語 表 現 が で き は じめ る

もの と考 え た。 ま た,道 順 説 明 課 題 で の言 語 表 現 と道 順 描 画 課 題 で の描 画 課 題 との関 連 を検討 し,

5歳 な か ば ごろ の変 化 に至 る過 程 にっ い て考 え た。

今 後 の課 題 は,道 順 説 明課 題 に お け る言 語 表 現 を他 の テ ー マ で の言 語 表 現 との 関 連 で 検 討 す る

こ と,及 び 「3次 元 形 成 期 」 の発 達 診 断 の諸 課 題 と の関 連 で 検 討 す る こ とで あ る。 また,そ れ ら

の検 討 をふ ま え な が ら,言 語 表 現 にお け る5歳 なか ば ご ろ の力 に弱 さが み られ る場 合 につ いて 事

例 的 に検 討 し,ど の よ うな指 導 ・援 助 を 要 して い るの か を 明 らか にす る必 要 が あ る と考 え る。
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